別表第１（第４条、第６条関係）

天童市建設工事成績評定考査基準
１　評定の手順
監督職員工事成績評定表（様式第１号）、検査員工事成績評定表（完成）（様式第２号）、検査員工事成績評定表（中間・一部完成等）（様式第３号）及び細目別評定表（様式第４号）の作成は、次により行うものとする。
(1)　監督員及び総括監督員は、次に掲げる内容に基づき評定項目ごとに、運用表及び簡便型運用表により加減点を算出した上で、監督職員工事成績評定表（様式第１号）を作成し、所属長の決裁を得て検査員へ提出する。
　ア　監督員
	評定項目
	細目
	運用表（簡便型運用表）
	備考

	１　施工体制


	Ⅰ　施工体制一
　般

Ⅱ　配置技術者
	別紙第１号１及び別紙第１号２
	当初設計金額２，０００万円を超える工事は、施工プロセスチェックを行い、その施工プロセスチェック表に基づき運用表を作成する。ただし、当初設計金額が２，０００万円以下の工事で施工プロセスチェックを実施することを妨げない。
当初設計金額が２，０００万円以下の工事は、簡便型運用表を用いることができる。


	２　施工状況
	Ⅰ　施工管理

Ⅱ　工程管理

Ⅲ　安全対策

Ⅳ　対外関係
	別紙第１号３から別紙第１号６まで
	

	３　出来形及び出来栄え
	Ⅰ　出来形
	別紙第１号７から別紙第１号９までの中から選択
	当初設計金額が２，０００万円以下の工事は、簡便型運用表を用いることができる（全工種において別紙第１号８を用いることができる。）。


	
	Ⅱ　品質
	別紙第１号１０から別紙第１号１３までの中から選択
	当初設計金額が２，０００万円以下の工事は、簡便型運用表を用いることができる（全工種において別紙第１号８－１を用いることができる。）。

	４　高度技術
	Ⅰ　高度技術力
	別紙第１号１４から別紙第１号１７までの中から選択
	１３点まで加点することができる。

該当する技術力キーワード１件につき２点（内容によってはそれ以上又はそれ以下の点数を与えてもよい。）を目安に加点する。

	５　創意工夫
	Ⅰ　創意工夫
	別紙第１号１８又は別紙第１号１９から選択
	７点まで加点することができる。

該当する技術力キーワード１件につき１点（内容によってはそれ以上の点数を与えてもよい。）を目安に加点する。

	施工プロセスチェック
	別紙第５号１から別紙第５号５まで
	施工プロセスチェックとは、建設工事の施工が契約図書や建設業法をはじめとする各種法令に従い適切に行われているかを確認するもので、工事成績評定の基礎となるもの。受注者との打合せ時や現場確認の際に、施工に必要なプロセスが適切に施工されているかをその都度、監督職員が確認すること。
対象は、当初設計金額が　　２，０００万円を超える工事とする。ただし、当初設計金額が２，０００万円以下の工事で実施することを妨げない。


　イ　総括監督員
	評定項目
	細目
	運用表（簡便型運用表）
	備考

	２　施工状況
	Ⅱ　工程管理

Ⅲ　安全対策
	別紙第２号１及び別紙第２号２
	当初設計金額が２，０００万円以下の工事は、簡便型運用表を用いることができる。

	６　社会性等
	Ⅰ　地域への貢献等
	別紙第２号３
	

	７　法令遵守等
	別紙第２号４
	当該措置の事実を確認の上該当措置内容に基づき減点数を判定


(2)　検査員は、次に掲げる内容に基づき評定項目ごとに、運用表及び簡便型運用表により加減点を算出した上で、検査員工事成績評定表（完成）（様式第２号）、検査員工事成績評定表（中間・一部完成等）（様式第３号）及び細目別評定表（様式第４号）を作成し、天童市建設工事検査規程第９条の規定に基づく検査復命書に添付する。
　ア　検査員

	評定項目
	細目
	運用表（簡便型運用表）
	備考

	２　施工状況
	Ⅰ　施工管理
	別紙第３号１
	当初設計金額が２，０００万円以下の工事は、簡便型運用表を用いることができる。

	３　出来形及び出来栄え
	Ⅰ　出来形
	別紙第３号２から別紙第３号４までの中から選択
	当初設計金額が２，０００万円以下の工事は、簡便型運用表を用いることができる（全工種において別紙第３号３を用いることができる。）。

	
	Ⅱ　品質
	別紙第３号５から別紙第３号　３７までの中から選択
	

	
	Ⅲ　出来栄え
	別紙第３号３８から別紙第３号４６までの中から選択
	


２　評定基準点
評定基準点は、次に揚げるとおりとする。
	評定項目
	細目
	評定基準点
	評定者ごとの評定基準点（持ち点）

	
	
	
	監督員
	総括監督員
	検査員

	１　施工体
　制
	Ⅰ　施工体制一般
	３．２
	３．２
	
	

	
	Ⅱ　配置技術者
	３．８
	３．８
	
	

	２　施工状
　況
	Ⅰ　施工管理
	１１．７
	３．２
	
	８．５

	
	Ⅱ　工程管理
	９．３
	３．０
	６．３
	

	
	Ⅲ　安全対策
	１０．７
	３．４
	７．３
	

	
	Ⅳ　対外関係
	３．４
	３．４
	
	

	３　出来形及び出来栄え
	Ⅰ　出来形
	１３．９
	３．４
	
	１０．５

	
	Ⅱ　品質
	１５．９
	３．４
	
	１２．５

	
	Ⅲ　出来栄え
	８．５
	
	
	８．５

	４　高度技
　術
	Ⅰ　高度技術力
	７．８
	７．８
	
	

	５　創意工
　夫
	Ⅰ　創意工夫
	５．４
	５．４
	
	

	６　社会性
　等
	Ⅰ　地域への貢献度等
	６．４
	
	６．４
	

	合計
	１００
	４０
	２０
	４０

	７　法令遵守等
	△２０
	
	△２０
	


　備考

　　１　中間検査等があった場合の検査員の評定点については、中間検査等評定点と完成検査評定点の割合を半分づつとする。また、中間検査等が２回以上の場合の中間検査等の評定点については、その平均とする。
２　各評定者の評定点については、少数第１位までとする。

３　監督員、総括監督員及び検査員の評定点合計については、四捨五入により整数とする。
